
グラフ凡例
当該施設値（当該値）

類似施設平均値（平均値）

令和2年度全国平均

経営比較分析表（令和2年度決算）
長崎県長崎市　長崎市松山町駐車場

業務名 業種名 事業名 類似施設区分 管理者の情報 立地 周辺駐車場の需給実態調査 駐車場使用面積(㎡)

有 9,301 ■

自己資本構成比率(％) 種類 構造 建設後の経過年数(年) 収容台数(台) 一時間当たりの基本料金(円) 指定管理者制度の導入

法非適用 駐車場整備事業 - Ａ２Ｂ２ 非設置 公共施設

－

該当数値なし 届出駐車場 附置義務駐車施設 地下式 24 292 1,500 利用料金制 【】

分析欄

1.収益等の状況 3.利用の状況 1. 収益等の状況について
 収益は黒字となっており、また、他会計からの補
助もないため、公営企業として安定した経営状況と
なっている。
　しかし、新型コロナウイルス感染症拡大防止の影
響により利用が減少し、年度全体を通じて収益が減
少しており、利用状況の改善見込みについて、不透
明な状況が続くことが想定される。
　今後も健全な経営を続けていくためには、将来の
施設のあり方を踏まえて、施設の更新・投資に充て
る財源を計画的に確保していく必要がある。

H28 H29 H30 R01 R02 H29 H30 R01 R02R01 R02 H28

当該値 257.0 213.0 195.0 180.0 310.8

H28 H29 H30

2. 資産等の状況について
平均値 142.1 135.1 153.3 137.6 127.8 平均値 4.6 4.6

当該値 140.3 139.3 138.3 136.9 137.7当該値 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

164.3 158.0 131.0   料金収入に対する企業債残高の割合が若干上昇し
てきているが、一定の収益が継続して見込める状況
であることから、必要な施設の更新・投資を行って
いく必要がある。
　施設の更新・投資については、集中的な財政負担
が生じないよう維持管理計画をもとに実施していく
必要がある。
　躯体等の改修については、平成27年度に調査を
し、緊急性のある損傷はないとされているが、長寿
命化に向けた対応として、予防保全対策など改修を
実施していく。（令和3年度は防火シャッター危害
防止装置設置工事を行う。）
　また、精算機などの機器の更新については、耐用
年数や状況をみながら計画的に維持管理・更新を
行っていく必要がある。

3. 利用の状況について
 稼働率は類似施設平均よりは若干高いものの、全
国平均と比較すると低いため、どちらも上回るよう
な稼働率の実現が必要である。
　現在は、平日の通勤者によるパークアンドライド
利用や、休日等のスポーツ施設利用者による利用が
主であり、利用時間が長くなる傾向がある。
　しかし、パークアンドライドの場合は、長時間利
用しても料金が一定のため、より多くの利用者を獲
得しないと収益の増は望めない。
　このため、今後も利用者増の対策を講じていく必
要がある。

H30 R01 R02

2.資産等の状況

3.9 4.2 6.6 平均値 168.2 165.8

H29 H30 R01 R02 H28 H29H28 H29 H30 R01 R02 H28

40,363 36,546 29,589当該値 60.0 60.0 56.0 52.0 87.9

平均値 42 45 47 46 67

当該値 44,129 44,534当該値 0 0 0 0 0

平均値 20,639 17,398 17,894 5,568 2,220平均値 14.1 5.4 0.3 △8.8 △26.1

⑦敷地の地価(千円)
全体総括
 収益は黒字となっており、資産状況も健全である
ため、健全な経営状況である。
　今後も健全な経営を続けていくために、指定管理
者制度（令和２年度から利用料金制を導入）におい
て、利用者サービスの向上及び増収対策に努めると
ともに、施設の更新・投資に充てる財源を計画的に
確保していく。

1,548,151

⑧設備投資見込額(千円)

H28 H29 H30 R01 R02 H28 H29 H30 R01 R02R01 R02

 41.0 34.0 51.6 当該値 57.0当該値     
189,500

H28 H29 H30

平均値   

 当該値    

平均値      

48.0

112.5 119.0 145.2   平均値 151.5 137.6
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①収益的収支比率(％)
【630.7】
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⑩企業債残高対料金収入比率(％)
【183.4】
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⑨累積欠損金比率(％)
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⑥有形固定資産減価償却率(％)
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②他会計補助金比率(％)
【8.6】
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③駐車台数一台当たりの他会計補助金額(円)
【2,345】
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⑪稼働率(％)
【164.2】

△40.0
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④売上高ＧＯＰ比率(％)
【△65.9】
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⑤ＥＢＩＴＤＡ(千円)
【3,932】

該当数値なし 該当数値なし


